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国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
平
成
31
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

　

税
率
等
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

※

年
度
途
中
で
の
改
元
の
た
め
、
本
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
の
通
知
等
の
表
記
は
「
平
成
31
年
度
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
（
被
保
険
者
）
の
減
少
に
よ

り
税
収
が
減
少
し
て
お
り
、
国
保
財
政
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
保
会
計
の
預
貯
金
に
あ
た
る
国

保
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
必
要
な
財

源
を
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

の
税
率
等
は
据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
が

　

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

　

以
下
の
点
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

⑴
課
税
限
度
額
の
見
直
し

「
医
療
分
」
に
関
す
る
課
税
限
度
額
が
、
58
万
円
か
ら

61
万
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

⑵
軽
減
判
定
所
得
の
範
囲
の
拡
大

５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
と
な
る
世
帯
を
判
定
す
る
際
の

軽
減
判
定
所
得
の
金
額
が
変
更
と
な
り
、
軽
減
判
定
さ

れ
る
世
帯
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

◎
平
成
31
年
度
の
税
率
・
税
額

　

社
会
保
険
の
被
保
険
者
本
人
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
方（
旧
被
扶
養
者
）

の
国
民
健
康
保
険
税
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

見
直
し
が
行
わ
れ
、
均
等
割
・
平
等
割
の
減
免
措
置
に
つ

い
て
は
、
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
か
ら
２
年
間
に
限
り

実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
格
を
取
得
さ
れ
て
既
に
２
年
を
経
過
し
て
い
る
旧
被

扶
養
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
税
額
が
増
額
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
旧
被
扶
養
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
減
免
措
置（
均
等
割
・
平
等
割
）が

　

２
年
間
に
見
直
さ
れ
ま
し
た

お問合せ／国保年金課　TEL 282-7248

・国保税は、医療分、支援金分、介護分の合計で計算し
ます。（介護分は 40 歳以上～ 65 歳未満のみ対象）

・世帯主及び国保加入者の総所得が下表以下の場合、均等割と平等割に軽減措置
があります。

※平成 31 年度の保険税額の通知は、７月中旬に世帯主あてに郵送で送付します。 
　（納税義務者は世帯主と定められているため、世帯主が国保に加入していない方であっても世帯主
あてに通知されます。）

所得割
均等割
1人
あたり

平等割
1世帯
あたり

課税限度額

医療分 6.8％ 25,000 円 24,000 円 610,000 円

支援金
分 2.35％ 8,600 円 7,800 円 190,000 円

介護分 1.75％ 9,000 円 6,700 円 160,000 円

33万円 33万円

5 割軽減
33万円＋
（27.5万円×被保険者数と特
定同一世帯所属者数の合算数）

33 万円＋
（28 万円×被保険者数と特定
同一世帯所属者数の合算数）

2割軽減
33 万円＋
（50 万円×被保険者数と特定
同一世帯所属者数の合算数）

33 万円＋
（51 万円×被保険者数と特定
同一世帯所属者数の合算数）

平成31年度
（令和元年度）

平成 30 年度まで 平成 31 年度から

7割軽減

（☆） （☆）

（☆） （☆）

（☆）特定同一世帯所属者とは、後期高齢者医療制度への移行により国保から脱退した人で  
　引き続き同じ世帯に国保被保険者がいる人です。

(　　) (　　)
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お問合せ／国保年金課　TEL 282-7248

後期高齢者医療制度について後期高齢者医療制度について

被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま

す
。
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
は
８
月
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
被
保
険
者
証
は
、
内
容
が
読
み
取
ら
れ
な
い
よ
う
注
意

し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※

今
年
度
の
被
保
険
者
証
は
薄
緑
色
で
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
及
び

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

前
年
度
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
及
び
限
度
額
適

用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
今
年
度
も
適
用
要
件
に
該
当

す
る
場
合
は
、
７
月
中
旬
に
被
保
険
者
証
と
は
別
に
普
通
郵
便
で
郵
送

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度  

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
　

保
険
料
額
の
決
定
に
つ
い
て

※

年
度
途
中
で
の
改
元
の
た
め
、
本
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

の
通
知
等
の
表
記
は
「
平
成
31
年
度
」
と
し
て
い
ま
す
。

平成 31 年度

均等割額 40,490 円

所得割率 7.86%

賦課限度額 620,000 円

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
均
等
割
額
の
軽
減
（
均
等
割
額
４
０
、４
９
０
円
）

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ

て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
対
す
る
軽
減

　

資
格
取
得
の
前
日
に
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

は
、
資
格
取
得
後
２
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
（
資
格
取
得
し
た
月
か

ら
24
ヵ
月
ま
で
の
期
間
）
に
限
り
、
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の
軽
減
で
、
8.5
割
ま
た
は

８
割
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軽
減
割
合
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

軽減割合 均等割額が軽減される世帯

8.5 割軽減 基礎控除額 33万円を超えない世帯

8割軽減（☆） 上記の世帯のうち、被保険者全員が年金収入
80万円以下（その他の所得がない）の世帯

5割軽減
「基礎控除額 33万円＋28万円 × 世帯の

被保険者数」を超えない世帯

2割軽減
「基礎控除額 33万円＋51万円 × 世帯の

被保険者数」を超えない世帯

(☆）平成30年度までは９割軽減でしたが、国の制度が改正されたため、８割軽減    
　に変更されました。

※基礎控除額などは税制改正などで今後変わる場合があります。
※公的年金を受給されている方は、年金所得からさらに15万円を控除した額で判
定します。

※均等割額の軽減については、翌年度以降見直されます。

（平成30年度は27.5万円）

（平成 30 年度は50万円）



ピエゾグラフによる

いわさきちひろの世界展

関連イベント

お問合せ／市立美術館  TEL 282-6600

４

※８月のイベントは11ページの美術館だよりをご覧ください。

◆いわさきちひろ絵本朗読会
　日　時：７月 13 日（土）　午後２時～
　朗　読：小田切いくみ・黒澤知弘
　　　　　西垣友香・三浦正則
　　　　　（テレビ山梨アナウンサー）
　場　所：美術館研修室 　
　定　員：60 名（申込不要  先着順）
　参加料：美術館入館料に含む

◆美術講演会
　「母、いわさきちひろについて」
　日　時：７月 20 日（土）　午後２時～
　講　師：松本猛（いわさきちひろ長男）
　場　所：美術館研修室　
　定　員：60 名（申込不要  先着順）
　参加料：美術館入館料に含む

◆中学生によるアートレクチャー
　日　時：７月 25 日（木）・26 日（金）　
　　　　　午前 10 時～・午後２時～
　場　所：美術館展示室
　参加料：美術館入館料に含む
　　　　　（申込不要）

◆ちひろ美術館学芸員によるギャラリートーク
　日　時：７月 27 日（土）　午後２時～
　場　所：美術館展示室
　参加料：美術館入館料に含む（申込不要）

◆南アルプス市立美術館・市内中学校美術部創作部合同企画
　美術館で遊ぼう！
　日　時：７月 27 日（土）・28 日（日）   午前 10 時～午後３時
　場　所：美術館研修室　 参加料：無料（申込不要  一部有料）

＊ピエゾグラフとは＊　ちひろ美術館では、現時点でのちひろの作品の色使いや風合いをデジタル情報として保存し、最新技術の「ピエゾグラフ」と
いう方法によるデジタルアーカイブと、「ピエゾグラフ作品」としての複製に取り組んでいます。耐光性ある微小インクドットによる精巧な画像表現
は、再現が難しいといわれるちひろの繊細な水彩表現の高度な再現を可能にしました。

　1918 年福井県武生（現 越前市）に生まれたいわさきちひろは、子どもを生涯のテーマとして描き続け
ました。モデルなしで10ヵ月と１歳の赤ちゃんを描き分けたという観察力とデッサン力を駆使し、子ども
のあらゆる姿を描きだしました。日本の伝統的な水墨画の技法にも通じる、にじみやぼかしを生かした独
特な作品は、今も多くの人々の心の中に生き、親しまれています。
　本展では、ちひろの代表作の一つである《花を持つワンピースの少女》や黒柳徹子の自伝的小説『窓ぎわ
のトットちゃん』の表紙を飾った《こげ茶色の帽子の少女》、 絵本『おにたのぼうし』『あめのひのおる
すばん』『戦火のなかの子どもたち』など、約90点を展示し、ちひろの画業の全貌に迫ります。

《緑の風のなかの少女》

開催期間　７月13日（土）～８月31日（土）
開館時間　午前９時 30 分～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
 休  館  日　月曜日・祝日の翌日（月曜日が祝日の場合はその翌日が休館）
入  館  料　一般 500 円・大高生 300 円・中小生 200 円　
※入館料には団体割引などがあります。小学生未満・65歳以上の方は無料です。
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西
別
館
駐
車
場
改
修
工
事
に
伴
い
、
駐
車
場
の
一
部
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

７
月
中
旬
か
ら
は
、東
側
（
廃
軌
道
）
か
ら
西
別
館
駐
車
場
へ
の
出
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

西
側
の
出
入
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
駐
車
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
工
事
期
間
　
令
和
元
年
８
月
末
ま
で

市
役
所
西
別
館
駐
車
場
の

利
用
規
制
に
つ
い
て

西別館

本  館 新  館
東別館

公用車専用公用車専用

総合案内
夜間休日受付

正面入口

災害時
トイレ

7月中旬~8月末
の工事区域

7月中旬~8月末
の工事区域

迂回路

迂回路

迂回路

車両
出入口

お問合せ／管財課  TEL 282-6092
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公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
公
共
施
設

の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は…

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
平
成
15
年
９
月
に
施
行
さ
れ

た
制
度
で
、
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体

か
ら
指
定
管
理
者
を
選
定
し
、
市
の
設
置
す
る
公
の
施

CLIP
Minamialps-City Information

投  

票 

日　

７
月
21
日（
日
）（
７
月
４
日
公
示
）

投
票
時
間　

７
時
〜
20
時

７
月
21
日

第
25
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙

●指定管理者募集施設一覧

行
政
委
員
の
任
命

　

新
た
に
行
政
委
員
と
し
て
任
命
（
再
任
）さ
れ
ま
し
た

の
で
、退
任
者
と
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
監
査
委
員
】

　
　

望
月　

健
二
（
小
笠
原
）
再
任

【
公
平
委
員
】

　
　

小
林　

孝
夫
（
飯
野
）
新
任

　
　

齋
藤　

正
利
（
有
野
）
退
任

【
教
育
委
員
】

　
　

小
野　

ゆ
り
（
西
野
）
再
任

【
選
挙
管
理
委
員
】

　
　

野
中　

成
望
（
小
笠
原
）
新
任

　
　

深
澤　

嘉
德
（
古
市
場
）
新
任

　
　

前
澤　

彰
二
（
榎
原
）　

新
任

　
　

保
坂　

昌
志
（
寺
部
）　

新
任

　
　

小
林　

義
朗
（
桃
園
）　

退
任

　
　

小
野　

站
弘
（
在
家
塚
）
退
任

　
　

荻
野　

忠
洋
（
藤
田
）　

退
任

　
　

深
澤　

良
守
（
落
合
）　

退
任

設
の
管
理
運
営
を
任
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
制
度
で
す
。

　

施
設
の
管
理
運
営
に

民
間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ア
イ
デ
ア
を
広
く
活

用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
管
理
経
費
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
18
年
度

か
ら
こ
の
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

現
在
、
市
が
保
有
し
て

い
る
施
設
の
う
ち
63
施

設
を
指
定
管
理
者
が
管

理
運
営
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
募
集
手
続
き
に
つ
い
て

●
募
集
要
項
の
配
布
期
間

　

７
月
１
日（
月
）〜
８
月
30
日（
金
）

●
募
集
要
項
の
配
布
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
施
設
の
担
当
課

●
施
設
現
地
説
明
会

　

日
程
は
各
施
設
の
募
集
要
項
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
募
集
に
関
す
る
質
問
の
受
付

　

７
月
８
日（
月
）〜
８
月
５
日（
月
）

　

質
問
書
を
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
・ 

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
）

●
質
問
に
対
す
る
回
答

　

７
月
16
日（
火
）〜
８
月
19
日（
月
）の
間
に
市
ホ
ー
ム

　

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

●
申
請
書
類
の
受
付
期
間

　

８
月
26
日（
月
）〜
８
月
30
日（
金
）

　

各
施
設
の
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
募

　

集
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

　

担
当
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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Minamialps-City
Information

インフォメーション・クリップ

CLIP

７
月
は「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
強
調
月
間
」で
す

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

行
動
目
標

○
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く

　

た
め
の
取
組
を
進
め
よ
う
。

○
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
。

重
点
事
項

○
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用
す
る
企
業
の

　

数
を
増
や
す
こ
と
。

○
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻

　

る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と
。

農
振
農
用
地
除
外
申
出
の

受
付
に
つ
い
て

　

農
振
農
用
地
除
外
申
出
の
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
受
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
除
外
要
件
を
全
て
満
た
し
、

不
要
不
急
で
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

除
外
要
件

①
申
し
出
す
る
農
地
を
農
地
以
外
（
個
人
宅
地
・
ア
パ
ー

　

ト
経
営
・
建
売
住
宅
等
）
に
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

　

あ
り
、
農
用
地
区
域
（
青
地
農
地
）
外
に
白
地
農
地
、

　

宅
地
、
雑
種
地
な
ど
代
替
え
す
べ
き
土
地
が
な
い
こ
と
。

　

農
振
除
外
後
１
年
以
内
の
転
用
が
確
実
で
あ
り
、
転
用

　

目
的
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

②
農
用
地
区
域
（
青
地
農
地
）
内
に
お
け
る
農
用
地
の
集

　

団
化
、
農
作
業
の
効
率
化
そ
の
他
の
農
業
上
の
土
地
利

　

用
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と
。

③
担
い
手
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ

　

さ
な
い
こ
と
。

④
農
用
地
区
域
（
青
地
農
地
）
内
の
土
地
改
良
施
設
の
機

　

能
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と
。

⑤
国
の
直
轄
ま
た
は
補
助
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
ま
た
は

　

こ
れ
に
準
ず
る
事
業
で
農
業
用
排
水
路
の
新
設
、
区
画

　

整
理
、
農
用
地
の
造
成
等
の
施
工
に
係
る
区
域
に
あ
る

児
童
扶
養
手
当
額
の

改
正
に
つ
い
て

　

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
の

児
童
扶
養
手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
前
（
月
額
）

　

全
部
支
給　

４
２
，５
０
０
円

　

一
部
支
給　

４
２
，４
９
０
円
〜
１
０
，０
３
０
円

改
定
後
（
月
額
）

　

全
部
支
給　

４
２
，９
１
０
円

　

一
部
支
給　

４
２
，９
０
０
円
〜
１
０
，１
２
０
円

改
定
後　

第
２
子
（
月
額
）

　

全
部
支
給　

１
０
，１
４
０
円

　

一
部
支
給　

１
０
，１
３
０
円
〜
５
，０
７
０
円

改
定
後　

第
３
子
以
降
（
月
額
）

　

全
部
支
給　

６
，０
８
０
円　

　

一
部
支
給　

６
，０
７
０
円
〜
３
，０
４
０
円

※

所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
農
政
課　

電
話
（
２
８
２
）
６
２
０
７

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
９
３

　

場
合
は
、
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
か
ら

　

起
算
し
て
８
年
を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

受
付
期
間　

８
月
１
日（
木
）〜
９
月
６
日（
金
）

※

土
日
祝
日
は
除
く

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
15
分

受
付
場
所　

農
政
課
（
市
役
所
本
庁
西
別
館
２
階
）

申
出
書
用
紙
配
布　

７
月
10
日（
水
）〜

※

申
出
書
用
紙
配
布
日
以
降
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え

　

る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と
。

○
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
、
社
会
復
帰
に

　

必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と
。

○
非
行
少
年
等
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
。

●
お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
１
１
１
１

 

期
日
前
投
票　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所

　

へ
行
け
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

投
票
期
間　

７
月
５
日（
金
）〜
７
月
20
日（
土
）

投
票
時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

投  
票  
所　

市
役
所
本
庁
舎
新
館
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
白
根
支
所
）

※

投
票
所
入
場
券
は
、
公
示
日
に
発
送
し
ま
す
が
、
郵

　

便
事
情
に
よ
り
、
配
達
に
日
数
か
か
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

※

投
票
所
入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
、
運
転
免
許
証
等

　

の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
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　人権の花運動は、人権の啓発活動として昭和 57年から全国で実
施されています。山梨県では、花の栽培を通じて、命の大切さや
相手を思いやる心を学んでもらうことを目的に、児童手書きの人
権メッセージカードと花の種を付けた風船を飛ばすバルーンリ
リースを実施しています。
　当日は、人権擁護委員と人権イメージキャラクター“人 KEN あ
ゆみちゃん”から、豊小学校の児童に｢人権の花｣が贈呈されました。
贈呈式の後、人権擁護委員や先生から児童一人ひとりに風船が手
渡され一斉に舞い上がると、子ども達からは大きな歓声があがっ
ていました。

　「いつものむ いつもの水に 日々感謝」をスロー
ガンに６月１日から始まった水道週間にあわせ、市
内小学生の保護者３名が一日企業局長に委嘱されま
した。
　金丸市長から委嘱状を受け取った保護者らは、職
員から企業局の業務の説明を受けたあと、市内３箇
所のスーパーで街頭キャンペーンを行い、水の大切
さなどをＰＲしていました。
　また、駒場浄水場の見学も行い、水道水として飲
める水にするための工程を実際に見ながら、さらに
水道への理解を深めていました。

　野牛島地内に新工場を建設する大手化粧品メーカーの㈱コーセー
と、山梨県および南アルプス市が立地協定を締結しました。また、
同社と南アルプス市、中央森林組合およびやまなし森づくりコミッ
ションとの間では、森林整備協定を締結しました。
　このたびの協定は、新たな雇用の創出や地域への経済波及効果、
さらに森林整備による環境保全の取り組みにおいて連携協力するこ
とを目的とし、㈱コーセーと南アルプス市が「ユネスコエコパーク
の理念」である「人と自然との共生」を目指していきます。

豊小学校で「人権の花」運動
 5月30日    ５月30日    木

水道週間  一日企業局長街頭ＰＲ
６月３日    ６月３日    月

㈱コーセーと立地協定、森林整備協定を締結
６月７日    ６月７日    金
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　ヴァンフォーレ甲府のホームゲームで、南アルプス市がホ
ストを務めるホームタウンサンクスデーが、山梨中銀スタジ
アムで開催されました。
　試合前には、若草バイキングの選手によるフェアプレイ宣
言のほか、市内の子どもたちがエスコートキッズとして憧れ
の選手と手をつないで入場しました。さらに試合中は、若草
中学校サッカー部の生徒がボールパーソンを務め運営をサ
ポートしました。
　また、入場口では市観光協会によりサクランボが配られ、
市をＰＲしていました。

　すぱーく白根で小学生ホッケー大会が開催されました。
　雨天により屋内で行われた大会には、市内の小学校男女10
チームが参加し、多くの保護者などが見守る中、元気いっぱ
いに走り回る姿が見られました。
　優勝した白根源小学校（男子）、白根百田小学校（女子）は
７月に栃木県で行われる全国大会に出場します。

　芦安地区を対象にした土砂災害防災訓練が行われました。
これは「土砂災害・全国防災訓練」に合わせ、より多くの人
に防災意識を高めてもらい、いざという時の冷静な対応や災
害への備えをして欲しいと、土砂災害警戒区域に指定されて
いる地区の中から、毎年地区を指定して行っているものです。
　芦安地区の皆さんは、自主防災会や消防団の指示のもと、
乗り合わせた車で避難先に指定されている白根源小学校体育
館に移動しました。会場では、文化財課による市内の土砂災
害の歴史勉強会のほか、非常食の試食が行われました。

ヴァンフォーレ甲府サンクスデー
６月８日    ６月８日    土

土砂災害防災訓練

小学生ホッケー大会
６月15日             

６月９日    ６月９日    日

６月15日    土



●
こ
ん
な
事
か
ら
熱
中
症
予
防

　
熱
中
症
予
防
に
次
の
こ
と
か
ら
、始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

①「
気
温
や
湿
度
」を
計
っ
て
知
ろ
う

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、体
温
の
調
節
機
能
が
低

　
下
し
、暑
さ
を
自
覚
し
に
く
く
な
り
ま
す
。温

　
度
・
湿
度
を
こ
ま
め
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②「
室
内
」を
涼
し
く
し
よ
う

　
室
内
で
も
、高
温
多
湿
・
無
風
の
環
境
は
熱
中

　
症
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。冷
房
や
除
湿
機
・

　
扇
風
機
な
ど
を
利
用
し
、涼
し
く
風
通
し
の

　
良
い
環
境
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
に「
水
分
」を
補
給
し
ま
し
ょ
う

　
年
齢
を
重
ね
る
と
体
内
水
分
量
の
減
少
に
よ

　
り
脱
水
症
状
に
な
り
や
す
く
、体
が
脱
水
症
状

　
を
察
知
し
に
く
い
た
め
、水
分
補
給
が
遅
れ
が

　
ち
で
す
。の
ど
が
渇
く
前
に
定
期
的
な
水
分
補

　
給
を
し
ま
し
ょ
う
。
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お問合せ／健康増進課 TEL 284-6000

　

熱
中
症
の
予
防
は
身
の
回
り
か
ら
！

熱
中
症
は
、高
温
多
湿
な
環
境
に
、体
が
対
応
で
き
な
い
こ
と
で
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
の
総
称
で
す
。熱
中
症
に
よ
る
緊
急
搬
送
者
数（
消
防
庁
）は
、

平
成
30
年
（
５
月
〜
９
月
）
は
、
９
５
，１
３
７
人
と
な
り
、
前
年
同
時
期
か
ら

４
２
，１
５
３
人
増
加
し
ま
し
た
。熱
中
症
予
防
に
、ま
ず
は
、身
の
回
り
か
ら

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

④「
お
風
呂
や
寝
る
と
き
」も
注
意
し
よ
う

　
入
浴
時
や
就
寝
中
に
も
体
の
水
分
は
失
わ
れ

　
て
い
き
、気
づ
か
ぬ
う
ち
に
熱
中
症
に
か
か
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。入
浴
前
後
に
、十
分
な
水
分

　
補
給
を
し
た
り
、枕
元
に
飲
料
を
置
い
た
り
し

　
ま
し
ょ
う
。

⑤「
お
出
か
け
」は
体
に
十
分
配
慮
し
よ
う

　
外
出
は
、体
へ
の
負
荷
が
高
ま
る
こ
と
に
加
え
、

　
汗
で
水
分
が
失
わ
れ
た
り
、日
差
し
や
熱
の
影

　
響
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。通
気
性
の
よ
い

　
衣
服
を
着
用
し
、水
分
や
十
分
な
休
憩
を
と

　
り
ま
し
ょ
う
。

⑥「
周
り
の
人
」が
気
に
か
け
よ
う

　
年
配
の
方
は
自
分
で
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に

　
気
づ
き
に
く
く
、体
調
の
変
化
も
我
慢
し
て
し

　
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。周
囲
に
も
気
を
配
り

　
ま
し
ょ
う
。

熱中症予防に「暑さ指数（ＷＢＧＴ）」も参考に

　熱中症対策を目的に提案された、体の熱の
やりとりに着目した指標です。①湿度、②日射
などの熱環境、③気温を取り入れた指標で、環
境省「熱中症予防情報サイト」にて確認できま
す。また暑さ指数の個人向けメール配信サービ
スも行っています。興味のある方は、一度ご覧
ください。

「自分は大丈夫」とは思わずに

　熱中症は、正しく予防方法を知り、普段から

気をつけることで防ぐことができます。自分は大

丈夫と思わずに、みんなで声をかけあい気をつけ

ることで、熱中症を予防しましょう。

熱中症予防情報サイト　　          検索

●健康リーグ協賛事業でもらえる
　健康ポイントが増えました！
　「南アルプス市健康リーグ」の取り組みとして、各種健診（検診）
をはじめとした健康リーグ協賛事業に参加された方に、健康ポイ
ント（アルピーポイント）をプレゼントしています。

　今年度から、健康ポイント（アルピーポイント）が、5倍に増えま
した。

これまで、協賛事業に参加したことが
ない方もこの機会に参加してみてみ
ませんか？

▼

 

これまで ４ポイント

今年度から 20ポイント！

幸せ実感！南アルプス市健康リーグ



 ピエゾグラフによる 「いわさきちひろの世界」展
 

『おーい、こちら灯台』   
作／ソフィー・ブラッコール   訳／山口文生   
出版社／評論社　

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　未曾有の災害に襲われた町で、
幼い弟とともに避難所に身を寄せ
る高校生のサナエ。混乱の中、押
し寄せるマスコミの取材にねじれた
高揚感を抱くが、いつか訪れなけれ
ばならない場所があり…。群像新
人文学賞受賞作。本市出身作家。

　小さな島のてっぺんに灯台が
たっています。船を安全に導く
ために遠くの海まで光を送りつ
づけます…。灯台での暮らしを
情感ゆたかに描いた、夏にぴっ
たりの絵本です。

10:30～

八田ふれあい図書館  TEL 285-5010

白根桃源図書館  TEL 284-6010

わかくさ図書館  TEL 283-1501

甲西図書館  TEL 282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／1・8・15・22・29・31日

芦安分館

TEL 282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00

中央図書館

TEL 280-3300

平日 9:30～19:00

土・日･祝日 9:30～17:00

休館日／16・31日　

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

７月１３日（土）～８月３１日（土）  

　月のイベントスケジュール
2日（火） 11日（木）5日（金）
19日（金） 23日（火）

『美しい顔』 
著／北条裕子　出版社／講談社 　
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9日（火）八

24日（水）

●はじめての美術館「親子でちひろの作品を楽しもう」
　日　時：８月１日（木）・８日（木）　午前10時～、午後２時～
　場　所：美術館展示室
　対　象：３歳以下の親子（両親参加でも可）
　定　員：各10組（申込不要 先着順）
　参加料：美術館入館料として１人400円（子どもは無料)

白

わ 甲

●朗読会「おたのしみ処」 13:30～ ６日（土）

〒400-0306 南アルプス市小笠原1281  お問合せ／TEL 282-6600  FAX 282-6601 

14:00～ 毎週土曜日中

13日（土） 20日（土） 白 27日（土）6日（土）甲 わ 八

中

白 25日（木）八

企画展の内容や
７月の関連イベント等は
４ページをご覧ください。

●生涯学習課コラボ企画　
　アートを体感「ちひろの水彩技法体験ワークショップ」
　日　時：８月３日（土）　午後１時30分～
　場　所：美術館展示室
　定　員：20名   参加料：400円
　申　込：生涯学習課  TEL 282-7778

８月の関連イベント
《麦わら帽子をかぶったおにた》
「おにたのぼうし」より

17日（水）わ甲

●朗読会「やすらぎ亭」 13:30～ 20日（土）

八

わ

受付 時間

　八田

　白根

　中央

　中央

　甲西

　八田

わかくさ

　甲西

　中央 13:30～

7月24日（水）

7月25日（木）

日

8月8日（木）

7月30日（火）

8月6日（火）

9:30～

10:00～

環境課合同　子ども環境講座
「ソーラーメタルカーを作ろう！」
対象：小学生（１・２年生は保護者同伴）　
定員：各20名

８月２日（金）

文化財課合同
「安藤家住宅で昔遊びとおはなし会」

　　対象：小学生まで　定員：30名

読書感想文の書き方教室
「読書感想文おたすけ隊」講師：石川文子氏
[対象：小１～小４ 甲西/八田]
 [対象：小５～中３ 中央]　 
 定員：各15名

8月7日（水）

夏休み科学実験あそび
「スライムをつくろう！」
対象：小学生　定員：各20名

内   容

８月１日  (木)
13:30～

７月31日（水）

※夏休みの催し物は７/6(土）9:30～参加希望される各図書館にて受付開始。

◆夏休みの催し物

夏休み！図書館クイズラリー
「本をかりて おみくじひいて クイズにチャレンジ！」

本をかりてクイズに答えよう。正解したらプレゼントが
もらえるよ！5館分のプレゼントを集めてキーワードを
当てると、さらに素敵なプレゼントがもらえるよ！
対象：小学生まで　
期間：７月20日（土）～8月3日(土）　

●市立図書館とコラボ企画　
　市内各図書館で「いわさきちひろコーナー」を設置
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ごずてんのう
※１　芦安では大曽利に牛頭天王社が祀られ、明治時代 12月 25 日に祭礼が行われていました。現在は諏訪神社に合祀されています。
※２　南アルプス市広報の平成 30年８月号に飯野地区お灯籠祭、平成 31年４月号に百々地区祇園祭の記事が掲載されています。



歌
短

姉
妹
ら
と
三
人
に
観
る
ピ
カ
ソ
展
天
才
の
目
の
不
思
議
な
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤  

陽
子
（
在
家
塚
）

枝
え
だ
に
あ
ま
た
芽
の
見
ゆ
ス
モ
モ
木
に
願
い
を
こ
め
る
豊
作
な
れ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤  

正
樹
（
在
家
塚
）

若
き
日
の
思
い
出
多
き
釣
瓶
井
戸
祈
り
を
受
け
つ
壊
さ
る
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
込  

ヤ
エ
（
在
家
塚
）

文
化
祭
久
し
振
り
な
り
友
と
来
て
曾
孫
の
折
鶴
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
塚  

麗
子
（
上
今
諏
訪
）

啓
蟄
に
こ
ん
な
に
寒
く
虫
た
ち
も
出
る
に
出
ら
れ
ず
春
待
つ
ら
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田  

茂
（
上
今
諏
訪
）

囁
く
は
口
に
耳
三
つ
補
聴
器
も
拾
へ
ぬ
有
り
て
ひ
と
り
風
を
聴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木  

洋
子
（
飯
野
新
田
）

世
の
中
に
正
無
き
も
の
が
あ
ふ
れ
を
り
駆
け
ゆ
く
子
ら
の
ゆ
く
す
え
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山  

景
（
飯
野
新
田
）

久
々
の
同
級
会
に
欠
席
の
友
ら
を
想
い
老
い
た
る
を
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
野  

初
江
（
飯
野
新
田
）

つ
る
べ

さ
さ
や

か

き

ま
さ  

な

け
い
ち
つ

ひ
ま
ご

み
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辺
り
が
う
っ
す
ら
と
闇
に
包
ま
れ
、西
の
山
端
が
沈
ん
だ
太

陽
の
光
で
縁
ど
ら
れ
る
頃
、小
曽
利
の
道
祖
神
場
に
続
く
道

に
提
灯
が
灯
さ
れ
ま
す
。７
月
14
日
、芦
安
小
曽
利
地
区
の
祇

園
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

祇
園
祭
は
平
安
時
代
の
旧
暦
の
６
月
、京
都
東
山
の
祇
園

社（
現
八
坂
神
社
）で
疫
病
を
防
ぐ
た
め
始
め
ら
れ
た
祇
園
会

が
ル
ー
ツ
で
す
。祇
園
社
に
は
疫
病
を
司
る
牛
頭
天
王
が
祀

ら
れ
、そ
の
後
、
日
本
の
神
様
で
あ
る
須
佐
男
尊
と
同
一
視
さ

れ
ま
し
た
※
１
。祇
園
信
仰
は
時
を
経
て
全
国
に
広
ま
り
、か

つ
て
市
内
で
も
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。現

在
は
芦
安
地
区
、百
々
地
区
で
続
い
て
お
り
、飯
野
地
区
の
お

灯
籠
祭
り
も
同
じ
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
ま
す
※
２
。

　

芦
安
で
は
、小
曽
利
と
古
屋
敷
で
祇
園
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。明
治

初
期
に
は
奉
納
相
撲

が
行
わ
れ
、若
者
か

ら
中
年
ま
で
競
い

合
っ
た
そ
う
で
す
。平

成
に
入
っ
て
も
数
年

前
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
通
り
は
提

灯
で
飾
ら
れ
、そ
の

道
辻
に
は「
ヤ
グ
ラ
」と
呼
ば
れ
る
仮
設
の
門
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。ヤ
グ
ラ
に
は
い
く
つ
も
の
彩
色
さ
れ
た
灯
籠
が
飾
り
つ

け
ら
れ
、夏
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。「
ヤ
グ
ラ
」は
飯
野
や
百
々

で
は「
チ
ョ
ウ
マ
タ
ギ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

古
屋
敷
の
祇
園
祭
は
須
佐
男
尊

を
祀
る
鎮
目
大
神
社
の
祭
り
で
、祇

園
祭
本
来
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
人
手
不
足
か
ら
、ヤ
グ
ラ

も
提
灯
の
献
灯
も
行
わ
れ
な
く
な

り
、神
社
の
清
掃
だ
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。一
方
小
曽
利
は
、火
事
を
防
ぐ

火
伏
せ
の
神
様
を
祀
る
秋
葉
神
社

の
祭
り
と
習
合
し
て
い
ま
す
。小
曽

利
集
落
か
ら
御
勅
使
川
を
挟
ん
で

南
側
の
山
中
に
前
宮（
め
え
み
や
）と

呼
ば
れ
る
秋
葉
神
社
の
社
が
あ
り
、

か
つ
て
は
そ
こ
に
ロ
ウ
ソ
ク
で
献
灯

し
た
こ
と
を
合
図
に
、ヤ
グ
ラ
の
灯

籠
と
通
り
の
提
灯
、道
祖
神
前
の
秋

葉
神
社
常
夜
灯
に
火
が
灯
さ
れ
ま
し

た
。現
在
で
も
前
宮
に
は
火
は
灯
さ

れ
ま
す
が
、人
手
不
足
か
ら
花
形
で

あ
る
ヤ
グ
ラ
は
数
年
前
か
ら
建
て
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

夕
闇
の
中
、小
曽
利
の
中
心
を
歩
い
て
い
く
と
、
灯
さ
れ
た

一
つ
一
つ
の
提
灯
に
、そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。こ
れ
は
子
供
が
生
ま
れ
る
と
そ
の
子
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、子
供
の
名
前
を
書
い
た
提
灯
を
奉
納
す
る

慣
習
が
あ
っ
た
か
ら
で
、数
世

代
続
く
家
族
の
提
灯
も
見
ら

れ
ま
す
。名
前
入
り
の
提
灯
は

太
平
洋
戦
争
後
に
始
め
ら
れ
、

「
提
灯
は
甲
府
の
朝
日
町
の
店

に
地
区
で
頼
ん
だ
さ
。下
に
降

り
た
人
た
ち
も
こ
の
日
は
上

が
っ
て
き
て
提
灯
を
眺
め
て

な
あ
、お
盆
さ
ん
よ
り
賑
や

か
だ
っ
た
さ
。」と
小
曽
利
の

森
本
さ
ん
は
懐
か
し
そ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
度
ヤ
グ
ラ
の
灯
り
は
途
絶
え
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、「
き
れ

い
だ
っ
た
な
あ
、に
ぎ
や
か
あ
だ
っ
た
な
あ
」。そ
の
思
い
出
を

き
っ
か
け
に
、新
た
な
人
々
を
交
え
て
、小
曽
利
の
ヤ
グ
ラ
が
今

年
復
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
※
３
。ヤ
グ
ラ
に
灯
る
灯
籠

や
提
灯
の
灯
り
は
、人
と
人
、世
代
を
結
ぶ
地
域
の
明
か
り
で

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　

文　

文
化
財
課
／
写
真　

個
人
・
文
化
財
課

し
ず
め
だ
い
じ
ん
じ
ゃ

こ
ぞ
う
り

ぎ
お
ん
え

ご
ず
て
ん
の
う

す
さ
の
お
の
み
こ
と

※３　小曽利の祇園祭　７月 14日 19 時頃点灯。場所道祖神前（芦安窓口サービスセンターから西へ約 300ｍ）。



総人口： 71,618人（+ 4）
------------------------------
男　性： 35,394人（+11）
女　性： 36,224人（-7）
世　帯： 27,956世帯（+28）
うち外国籍人口： 1,016人（+0）

南アルプス広
報 No.196   令和元年7月1日発行

令和元年6月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376
TEL 055 -282-1111（代表） FAX 055 -282-1112（代表）
ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p
編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL 055 -282-6037

○各窓口サービスセンター
八田 TEL 282-5600　
芦安 TEL 282-5577
甲西 TEL 282-3120

白根 TEL 283-3000
若草 TEL 282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、22:00   ●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00

●若草・櫛形／チャンネル111 8:00、22:00   ●甲西／チャンネル111 12:00、22:00

CATVによる市行政番組のチャンネルと放送時間　毎週土曜日に更新しています。

緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います
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ＩＫＵＭＥＮ いくめん

小林 優太さん（父）

　　 輝樹くん（11ヵ月）
  

ハーフバースデーおめでとう！

  育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの写真を募集しています。   
  詳しくは、市民活動支援課までお問合せください。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

（西野）

父・陽一　母・由紀 （桃園）

喧嘩しながらもいつも仲良
く遊んでいる、はちゃめちゃ
な２人。これからも元気いっ
ぱい育ってね。

小林 郁翔くん（４歳） 
いくと

TEL 282-6037　　  hisyo@city.minami-alps.lg.jp

今月の表紙：もも

文化財課と中央図書館のコラボイベントです。
嬉しい楽しい夏休み、みんなで一緒に遊んで、
とびっきりの思い出を作りましょう。

開催日　７月31日（水）
時　間　13時30分～15時30分
場　所　安藤家住宅（西南湖4302）
対　象　小学生（保護者の参加可）
参加費　無料
定　員　30名（先着順・要申込）
申　込　７月6日（土）～24日（水）受付

※熱中症対策のため、帽子と水筒の持参をお願いします。

申込・お問合せ／（平日）文化財課  TEL 282-7269
　　　　　　　 （土日祝）中央図書館  TEL 280-3300

安
藤
家
住
宅
で

昔
遊
び
と
お
は
な
し
会

今 月

こうき

市 民 憲 章

市のシンボル

木…………モモ
花…………アヤメ
鳥…………ライチョウ
山…………北岳

TEL 282-6493　　  machi@city.minami-alps.lg.jp

原田 祥子 さん
（飯野新田)

秋山 光造 さん
（小笠原）

祝
100歳
おめでとう！

湊士くん（２歳） 
そうし

-



梅
雨
入
り
し
て
間
も
な
く
、
ホ
タ
ル
を
見
に
い
き
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
す
き
ま
を
流
れ
る
小
川
に
毎
年
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
と

友
人
は
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
た
り
が
暗
く
な
り
、
田
ん
ぼ
か
ら
は
カ
エ
ル
の
大
合
唱
。

暗
や
み
の
な
か
数
匹
が
飛
び
始
め
ま
し
た
。

か
つ
て
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

ホ
タ
ル
た
ち
は
自
分
た
ち
の
居
場
所
を
探
し
て
い
る
の
か

ふ
わ
ふ
わ
夜
空
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

あ
た
り
前
に
い
る
生
き
物
が

ず
っ
と
こ
の
先
も
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
︱
ク
推
進
室

蛍

15

里

ふ
る
さ
と
日
記



http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf
いいね！
を押して
応援してね♥

by 地域おこし協力隊

2 年前に東京から妻と娘と共に移住してきま

した。現在、芦安にて宿『南アルプス 36（サン

ロク）』の開業準備中で、7月末のオープンに

向けて頑張っています。登山などのアウトドア

好きの方々に向けて、南アルプスの自然や文化

を存分に味わえる宿にしていきたいと思ってい

ます。自然を生かした田畑で採れた作物、山

菜や果実、しょうゆの実などの食文化。芦

安を、南アルプス市を、日本を、果ては世

界を元気にしていきたいです！

南アルプスのステキ情報
気になるコト・大好きを、女子目線で
勝手にいっぱいつめこみます。 南アルプスから　大切なあなたへ

　南アルプス市在住のガラス作家りゅうさん。
美術館のレプリカを作成するお仕事をなさって
いた経験を生かし、多種多様な作品を生み出し
ています。砂を吹き付けて削ることで柄を浮き
たたせた器。割ったガラスの欠片の、自然なか
たちを生かした造形。工房では色とりどりのガ
ラスがきらめき、つい目移りしてしまいます。

「人と話しながらじゃないと次に進めない」と
話すりゅうさんは、とても穏やかな雰囲気をま
といながら、作品づくりに取り組みます。ペー
パーウェイトの、水に絵の具をそっと溶いたよ
うな色味が、りゅうさんの人柄を表しているよ
うです。ガラスの優しい輝きが、使う人の心を
癒しますように。

住   所 ＊ 南アルプス市飯野 2876-10-1F
OPEN ＊ 月・木・金・土 10：00 ～ 17：00
T  E  L ＊ 090 -4665 -9934
URL＊http://www.facebook.com/ryuunoglass/
要予約にて、ガラス工芸体験も可能。

青山  智彦 さん

2019 . July

76

ガラスのペーパーウェイト

あじはな AJIHANA

愛知県生まれ。学生時代を北海道で過ごし、
南アルプスにゆかりのある総合飲料メーカー
で 9 年勤めた後、家族と共に移住。

ガラス工房りゅう

ガラス工房りゅう

Profile

尖った心も溶かしこむ

L O OC

M A AG

LOCO オススメ !!

創業 30年のラーメン食堂が南アルプス
市にやってきた。定番の「つけめん」は
夏にピッタリのさっぱり系！

南アルプス市有野 2865-1
TEL055-285-7352

眺めの良い
庭で BBQ
できまーす！



　令和元年

  

お
知
ら
せ   

 ７月号

─１─

　お 

知 

ら 

せ

●
各
種
税
金
の
納
期
限
に
つ
い
て

税　

目　

固
定
資
産
税
（
２
期
）

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）

納
期
限　

７
月
31
日（
水
）

※
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

※
口
座
振
替
で
納
め
る
方
は
、
口
座
残
高
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

　

市
立
中
央
図
書
館
の
図
書
購
入
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
、
次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
有
限
会
社  

林
屋
新
聞
店　

　

代
表
取
締
役
社
長  

渡
邊 
正
志  

様

　

図
書
カ
ー
ド  

３
万
円
分

 

善  

意

●
男
女
共
同
参
画
・
人
権
に
関
す
る

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
を
貸
出
し
ま
す

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
・
人
権

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
を
貸
出
し
て
い

ま
す
。
個
人
用
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
や
団
体
・

地
域
、
企
業
で
も
活
用
で
き
ま
す
。
学
習
の
進

め
方
、
板
書
例
、
プ
リ
ン
ト
例
、
活
用
の
手
引

き
が
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

貸
出
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

　

方
、
市
内
の
団
体
、
企
業

表  

彰 

（
敬
称
略
）

春
の
叙
勲
受
賞
者

 

瑞
宝
小
綬
章

　

山
本  

順
二
（
下
高
砂
）

　

１
９
７
４
年
に
文
部
省
入
り
し
、
32
年
間
、

初
等
中
等
教
育
、
学
術
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
門

を
歩
ま
れ
、
東
京
農
工
大
学
事
務
局
長
を
務
め

る
な
ど
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

瑞
宝
双
光
章

　

池
田  

浩
榮
（
平
岡
）

　

保
護
司
と
し
て
刑
期
を
終
え
た
人
を
長
年
に

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

 

瑞
宝
単
光
章

　

佐
野  

利
男
（
十
日
市
場
）

　

１
９
６
８
年
に
県
警
入
り
し
、
主
に
刑
事
部

門
を
歩
ま
れ
、
凶
悪
犯
罪
や
暴
力
団
の
捜
査
に

携
わ
る
な
ど
、
長
年
の
警
察
業
務
の
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

 

表  

彰

●
市
税
等
の
納
付
に
は
「
口
座
振
替
」 

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
市
税
等
の
納
付
に
つ
い
て
、
安
心
で

便
利
な
口
座
振
替
の
利
用
を
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。
口
座
振
替
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら

納
期
限
に
自
動
的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
、

納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
た
め
に
金
融
機
関

等
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度

手
続
き
す
る
と
、
原
則
毎
年
自
動
的
に
継
続
さ

れ
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
に
は
、
市
役
所
本
庁
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
中
央
労
働
金
庫
を
除
く
）
を

使
っ
た
印
鑑
不
要
の
受
付
サ
ー
ビ
ス
と
、
「
預

金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
金
融
機
関
窓
口
に
提
出
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、

振
替
不
能
に
な
ら
な
い
よ
う
納
期
限
前
日
ま
で

に
口
座
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
納
税
課電

話
（
２
８
２
）
７
３
８
４

わ
た
り
支
え
、
南
ア
ル
プ
ス
保
護
区
保
護
司
会

長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

貸
出
期
間　

２
週
間

貸
出
料
金　

無
料

貸
出
資
料
・
申
請
方
法　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市

民
活
動
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

●
母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の
皆
さ
ん

　

に
福
祉
資
金
貸
付
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の
お
子

さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な
資
金
計
画
に
つ
い
て

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉
資
金
貸
付
限
度
額
の
例

（
公
立
高
校
・
自
宅
通
学
の
場
合
）

○
修
学
資
金　

月
額 

２
７
，０
０
０
円

※
日
本
学
生
支
援
機
構
お
よ
び
他
の
公
的
機
関

　

か
ら
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
方
に

　

つ
い
て
は
、
本
資
金
貸
付
限
度
額
ま
で
の
差

　

額
分
を
貸
し
付
け
ま
す
。

○
就
学
支
度
資
金　

15
万
円

お
問
合
せ
／
中
北
保
健
福
祉
事
務
所 

福
祉
課　

電
話
（
２
３
７
）
１
４
１
８

●
巡
回
健
診
（
総
合
健
診
）

　

受
診
票
の
送
付
に
つ
い
て

　

お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
順
次
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
。

送
付
予
定
日　

７
月
25
日（
木
）

※
右
記
か
ら
10
日
程
度
過
ぎ
て
も
受
診
票
が
届

　

か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

　

乳
が
ん
検
診
の
受
診
票
は
、
６
月
に
送
付
済

　

み
で
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

は
、
医
療
機
関
へ
の
予
約
及
び
受
診
が
す
で

　

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
が
ま
だ

　

お
済
み
で
な
い
方
は
健
康
増
進
課
ま
で
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。



  

お
知
ら
せ   

●
７
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日
　
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日 　

　
　
　
　
（
各
水
曜
日
）

時　

間
　
９
時
〜
11
時

場　

所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　

①
印
鑑　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

　

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
、
産
婦
健
康
診
査
受
診
票
、
新
生

　

児
聴
覚
検
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

※
書
類
の
記
載
か
ら
説
明
ま
で
に
１
時
間
程
度

　

か
か
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

●
乳
児
用
お
む
つ
引
換
券
の
利
用
可
能

な
店
舗
が
新
し
く
加
わ
り
ま
す

　

７
月
１
日
か
ら
、
乳
児
用
お
む
つ
引
換
券
の
利

用
で
き
る
店
舗
が
、
新
し
く
加
わ
り
ま
す
。

 

新
し
く
加
わ
る
店
舗

Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
カ
イ
ン
ズ
甲
西
店
（
西
南
湖
３
２
５
）

─２─

　

か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

　

乳
が
ん
検
診
の
受
診
票
は
、
６
月
に
送
付
済

　

み
で
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

は
、
医
療
機
関
へ
の
予
約
お
よ
び
受
診
が
す

　

で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
が
ま

　

だ
お
済
み
で
な
い
方
は
健
康
増
進
課
ま
で
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
単
独
検
診

　

受
診
案
内
の
送
付
時
期
に
つ
い
て

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
み
を
お
申
し
込
み

の
方
お
よ
び
65
歳
以
上
で
市
の
健
診
を
申
し
込

ん
で
い
な
い
方
を
対
象
に
、
お
住
ま
い
の
地
区

の
検
診
日
程
の
２
週
間
前
を
目
途
に
送
付
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
歯
周
疾
患
検
診
に
つ
い
て

　

歯
周
病
は
、
歯
垢
の
中
の
歯
周
病
菌
な
ど
に

よ
っ
て
歯
茎
や
そ
の
周
り
の
組
織
が
壊
さ
れ
る

病
気
で
す
。
ま
た
、
歯
周
病
は
動
脈
硬
化
や
糖

尿
病
な
ど
の
病
気
を
誘
発
・
悪
化
さ
せ
た
り
し

ま
す
。

対
象
者　

40
、
50
、
60
、
70
歳
の
方

　
　
　
　
（
令
和
２
年
３
月
31
日
時
点
）

※
今
年
度
か
ら
対
象
者
を
拡
大
し
ま
し
た
。

実
施
期
間　

令
和
２
年
２
月
29
日
ま
で

実
施
場
所　

山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
盟
の
歯
科 

　

医
院

負
担
金　

無
料
（
保
険
診
療
は
除
き
ま
す
）

申　

込　

健
康
増
進
課
に
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

●
７
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

 

実
施
日
　
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日 　

　
　
　
　
（
各
水
曜
日
）

時　

間
　
９
時
〜
11
時

場　

所
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

内　

容
　
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
乳
幼

　

児
の
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

※
来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

●
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖　

　

７
・
８
・
９
月
の
営
業
に
つ
い
て

　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
の
７
・
８
・
９
月
の
営
業

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
月　

１
日（
月
）、
８
日（
月
）、
16
日
（
火
）
は

　

通
常
ど
お
り
休
館
、
22
日（
月
）
以
降
は
無
休

　

で
営
業
し
ま
す
。

８
月　

無
休
で
営
業
し
ま
す
。

９
月　

２
日（
月
）、
９
日（
月
）、
17
日
（
火
）、

　

24
日（
火
）、
30
日（
月
）は
通
常
ど
お
り
休
館
、

　

３
日（
火
）
、
10
日（
火
）は
臨
時
休
館
と
な
り

　

ま
す
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日

　

が 

祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
日
）

お
問
合
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

電
話
（
２
８
３
）
８
７
０
０

●
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
子
供
た
ち
は
花
火
で
遊
ぶ

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。「
花
火
遊
び
」は
、
迷
惑

に
な
ら
な
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
。

①
花
火
遊
び
の
時
間
と
場
所
は
、
他
の
迷
惑
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
す
る
前
に
バ
ケ
ツ
と
水
を
用
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

③
花
火
は
必
ず
、
燃
え
る
も
の
の
な
い
広
い
場

　

所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

④
花
火
が
終
わ
っ
た
ら
、
花
火
の
ゴ
ミ
は
必
ず

　

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
い
お
子
様
が
花
火
を
す
る
特
は
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
楽
し
い
「
花
火
遊
び
」
に
な
る
よ

う
に
、
保
護
者
の
方
は
、
ご
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
調
査
実
施

　

南
ア
ル
プ
ス
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
平

成
23
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、次
の
期
間
中
、
設
置
状
況
の

確
認
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

７
月
１
日（
月
）〜
令
和
２
年
３
月

　

31
日（
火
）

調
査
方
法　

電
話
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

※
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販

　

売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部  

予
防
課

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ

　

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

●「
保
健
所
だ
よ
り
」
に
つ
い
て

　

中
北
保
健
所
峡
北
支
所
の
発
行
す
る
「
保
健

所
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
各
自

治
会
単
位
で
回
覧
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
27
号

か
ら
は
回
覧
を
止
め
、
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
変
更
し
ま
す
。
引
き
続
き
保
健

所
窓
口
で
の
配
布
は
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
中
北
保
健
所
峡
北
支
所 

　

地
域
保
健
課電

話
０
５
５
１
（
２
３
）
３
０
７
４
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●
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
統
計
グ
ラ
フ
の

作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用
し
、
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
な
た
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
疑

問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、
統
計
グ
ラ

フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

優
秀
な
作
品
に
つ
い
て
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
し
、
統
計
検
定
４
級

　
（
活
動
賞
）が
送
ら
れ
ま
す
。

応
募
期
限　

９
月
４
日
（
水
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
山
梨
県
統
計
調
査
課
ま
で
お
問

 

募  

集

募  

　  

集　

  

お
知
ら
せ   

●
山
梨
県
障
害
者
文
化
展
作
品
募
集

  　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・
工
芸
・
陶
芸
等
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
は
１
人（
１
グ
ル
ー
プ
）
１
作
品
で
す
。

い
ず
れ
も
作
品
の
規
定
の
サ
イ
ズ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
16
日（
火
）〜
26
日（
金
）

持
込
場
所　

障
が
い
福
祉
課
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー　

展
示
場
所　

山
交
百
貨
店  

５
階
催
事
場

展
示
期
間　

９
月
５
日（
木
） 〜
９
日（
月
）

お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
１
９
７

●
２
０
１
９
年
度  

自
衛
官
等
募
集
案
内

 

一
般
曹
候
補
生

対
象
者　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

試
験
日　

９
月
20
日（
金
）〜
22
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。（
一
次
）

受　

付　

７
月
１
日（
月
）〜
９
月
６
日（
金
）

●
赤
十
字
活
動
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

赤
十
字
の
活
動
は
皆
さ
ま
方
か
ら
の
会
費
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　

日
本
赤
十
字
社
南
ア
ル
プ
ス
市
地
区
事
務
局

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
０

●
令
和
２
年
度
に
採
用
す
る
市
職
員
の

　

採
用
試
験
案
内

募
集
職
種
お
よ
び
人
数

　

事
務
職 

７
名
程
度
、
消
防
職 

４
名
程
度
、

　

社
会
福
祉
士 

若
干
名
、
保
育
士 

若
干
名
、

　

司
書 

若
干
名

受
付
期
間　

７
月
17
日（
水
）〜
31
日（
水
）

 
自
衛
官
候
補
生

対
象
者　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　

受　

付　

通
年
受
付

　
　
　
　

 

航
空
学
生

対
象
者　

 

　

海　

18
歳
以
上（
高
卒（
見
込
含
））23
歳
未
満

　

空　

18
歳
以
上（
高
卒（
見
込
含
））21
歳
未
満

試
験
日　

９
月
16
日（
月
）（
一
次
）

受　

付　

７
月
１
日（
月
）〜
９
月
６
日（
金
）

お
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　

   

電
話
（
２
２
８
）
６
４
２
７

●
経
営
指
導
員
募
集

　

経
営
指
導
員
は
、
地
区
内
の
小
規
模
事
業
者

が
抱
え
る
、
経
営
、
金
融
、
経
理
、
労
務
等
経

営
上
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
事
業
所
へ
の
巡

回
指
導
や
窓
口
相
談
を
通
じ
て
支
援
を
行
い
、

経
営
の
改
善
、
成
長
、
安
定
を
図
り
ま
す
。

●
芦
安
プ
ー
ル
一
般
開
放
に
つ
い
て

営
業
日　

７
月
25
日（
木
）〜
８
月
22
日（
木
）、

　

７
月
、
８
月
の
土
・
日
・
祝
日

時　

間　

13
時
〜
16
時

利
用
料　

市
内
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般

　
　
　
　

１
回  

１
０
０
円

お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会

電
話
（
２
３
６
）
８
５
５
５

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
県
統
計
調
査
課

電
話
（
２
２
３
）
１
３
４
０

試
験
案
内

　

７
月
３
日（
水
）か
ら
人
事
課
、
消
防
本
部
管

理
課
（
消
防
職
の
み
）、
中
央
図
書
館
（
司
書
の

み
）
で
配
布
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
人
事
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

一
次
試
験　

９
月
22
日（
日
）
実
施
予
定

試
験
場
所　

桃
源
文
化
会
館
（
予
定
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
人
事
課

電
話
（
２
８
２
）
６
０
８
４

採
用
人
数　

若
干
名
（
受
験
資
格
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

採
用
予
定
日　

令
和
２
年
４
月
１
日

募
集
期
間　

８
月
20
日（
火
）
ま
で

試
験
内
容　

　

①
書
類
選
考 

　

②
１
次
試
験　

９
月
22
日（
日
）

　

③
２
次
試
験　

10
月
20
日（
日
）

　

④
３
次
試
験　

10
月
29
日（
火
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
県
商
工
会
連
合
会  

総
務
課

電
話
（
２
３
５
）
２
１
１
５

無 

料 

相 

談

●
市
民
活
動
支
援
課
の

　

市
民
向
け
各
種
相
談
会

 

結
婚
相
談
（
登
録
制
） 

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

開
催
日　

７
月
21
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
20
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
歳
、女
性
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

   

行
政
相
談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

開
催
日　

７
月
12
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
土
地
・
不
動
産
、
借
金
、
離
婚
な
ど

の
法
律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先
1
人
50
分
・
７
月 

　

１
日
予
約
開
始
）

開
催
日　

７
月
18
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制
1
人
30
分
・
7
月
1
日

　
　

予
約
開
始
）

開
催
日　

７
月
26
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

無
料
相
談 
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の
法
律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先
1
人
50
分
・
７
月 

　

１
日
予
約
開
始
）

開
催
日　

７
月
18
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制
1
人
30
分
・
7
月
1
日

　
　

予
約
開
始
）

開
催
日　

７
月
26
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
館
１
階

要　

件　

市
内
在
住
、
予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

無
料
相
談 

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　

宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　

７
月
17
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
協
会

 

電
話
（
２
４
３
）
４
３
０
０

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

　

ふ
く
し
の
専
門
相
談
員（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）が
毎
月
各

地
区
に
出
張
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
無

料
、
秘
密
厳
守
！
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

７
月
10
日
（
水
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

下
宮
地
公
民
館 

つ
ど
い
の
家

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

介
護
福
祉
課

　
　
　

  

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
３
９

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会  

（
予
約
優
先
）

日　

時　

７
月
19
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

申
込
・
お
問
合
せ　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
７
２
２

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
会

開
催
日　

７
月
18
日（
木
）

時　

間　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所　

新
館　

第
４
会
議
室

持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、
ね
ん

　

き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

※
事
前
に
電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

　

に
相
談
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
４
８

●
帳
簿
の
つ
け
方
個
別
相
談
会

　

市
商
工
会
で
は
、
個
人
事
業
所
を
対
象
に
帳

簿
の
つ
け
方
を
中
心
と
し
た
個
別
相
談
会
を
行

い
ま
す
。
日
頃
、
疑
問
や
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

開
催
日　

７
月
18
日（
木
）、
８
月
22
日（
木
）

時　

間　

１
時
間
〜
１
時
間
30
分
程
度

場　

所　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

対　

象　

市
内
個
人
事
業
所

※
完
全
予
約
制
で
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
商
工
会  

記
帳
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
４
）
３
０
５
４

●
８
月
３
日
司
法
書
士
の
日

  

「
司
法
書
士
の
日
相
談
会
」

　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る

こ
と
を
は
じ
め
、
成
年
後
見
、
遺
言
、
借
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

開
催
日　

８
月
３
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

県
立
図
書
館
１
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

※
無
料
・
要
予
約

申
込
・
お
問
合
せ
／
山
梨
県
司
法
書
士
会

電
話
（
２
５
３
）
６
９
０
０

イ
ベ
ン
ト  

開
催
日　

７
月
24
日
（
水
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

櫛
形
北
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
出
張
相
談
会
の
ほ
か
に
、
毎
月
第
１
水
曜
日
に

　

社
協
本
所
、
第
３
水
曜
日
に
白
根
げ
ん
き
館
に

　

て
、
13
時
か
ら
15
時
ま
で
相
談
会
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

　

ふ
く
し
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
４
）
７
８
３
０

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
や
ま
び
こ
の
会
」
相
談
日

開
催
日　

７
月
17
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

※
認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時

　

開
催
し
て
い
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

猪
狩

電
話  

０
９
０
（
１
１
１
４
）
２
８
７
０

　
●
生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

７
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）

※
申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受
付
期
間

　

を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
特
別
観
望
日

 　
「
本
格
的
望
遠
鏡
作
り
教
室
」

　

レ
ン
ズ
直
径
50
㎜
焦
点
距
離
６
０
０
㎜
の
望

遠
鏡
を
作
り
ま
す
。
晴
れ
て
い
た
ら
作
っ
た
望

遠
鏡
で
月
、
木
星
、
土
星
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　

７
月
25
日（
木
）

時　

間　

19
時
〜
21
時

場　

所　

ふ
る
さ
と
天
文
館

参
加
費　

２
，１
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

定　

員　

10
組

②
夏
休
み
子
ど
も
書
道
教
室

　

夏
休
み
恒
例
の
書
道
教
室
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
気
軽
に
書
道
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

８
月
３
日（
土
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
名

③
市
立
美
術
館
コ
ラ
ボ
企
画 

ア
ー
ト
を
体
感

  

「
ち
ひ
ろ
の
水
彩
技
法

　

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

水
彩
絵
の
具
で
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
が
得
意

と
し
た
水
彩
技
法
（
に
じ
み
づ
く
り
）
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。
に
じ
み
を
作
っ
た
紙
を
表
紙
に

し
て
、
あ
な
た
だ
け
の
「
じ
ゃ
ば
ら
ノ
ー
ト
」

を
作
り
ま
す
。
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時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
名

③
市
立
美
術
館
コ
ラ
ボ
企
画 

ア
ー
ト
を
体
感

  

「
ち
ひ
ろ
の
水
彩
技
法

　

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

水
彩
絵
の
具
で
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
が
得
意

と
し
た
水
彩
技
法
（
に
じ
み
づ
く
り
）
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。
に
じ
み
を
作
っ
た
紙
を
表
紙
に

し
て
、
あ
な
た
だ
け
の
「
じ
ゃ
ば
ら
ノ
ー
ト
」

を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

８
月
３
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
立
美
術
館

参
加
費　

４
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

定　

員　

20
名

④
は
じ
め
て
の
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

　

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
楽
し
め
、
新
し
い
ア
ー

ト
と
し
て
人
気
が
あ
る
、
お
し
ゃ
れ
な
チ
ョ
ー
ク

ア
ー
ト
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
夏
を
彩
る
作

品
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

７
月
20
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，６
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

20
名

※
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開
講
で
き
な
い

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
第
３
回
南
ア
ル
プ
ス
市
障
害
福
祉

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
合
同
説
明
会

　

市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員

か
ら
施
設
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
質
問
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
事
業
所
で

は
普
段
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

開
催
日　

８
月
６
日
（
火
）

時　

間　

14
時
〜
16
時
30
分

●
令
和
元
年
度 

　

市
介
護
福
祉
課
委
託
事
業　

　

第
１
回  

介
護
者
の
集
い

開
催
日　

７
月
10
日（
水
）

●
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

　

第
４
回
障
害
者
計
画
部
会

　

令
和
２
年
か
ら
の
市
の
障
が
い
者
施
策
の
指

針
と
な
る
第
４
次
障
害
者
計
画
を
み
ん
な
で
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

開
催
日　

７
月
19
日（
金
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

み
ん
な
で
話
そ
う
障
が
い
者
の
暮
ら

　

し
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
（
現
在
の
第

　

３
次
計
画
を
も
と
に
思
っ
た
こ
と
を
話
し
合

　

い
ま
す
）

対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課　

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
１
９
７

　
　
　

  

（
受
付  

13
時
45
分
〜
16
時
）

場　

所　

山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校

　
　
　
　

ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
・
食
堂

　
　
　

 

（
韮
崎
市
旭
町
上
條
南
割
３
２
５
１
―
１
）

対　

象　

ど
な
た
で
も
（
生
活
介
護
・
就
労
支

　

援
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
方
）

参
加
費　

無
料

申　

込　

不
要

お
問
合
せ
／
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
２
８
２
）
６
７
８
０

時　

間　

10
時
30
分
〜
13
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階  

調
理
室

内　

容　

お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
食
事
づ
く
り

 

（
実
習
で
作
っ
た
料
理
が
昼
食
に
な
り
ま
す
）

講　

師　

沢
登  

京
子  

氏

参
加
費　

４
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
木
綿
の
会　

芦
澤

電
話 

０
９
０（
３
１
３
１
）
７
１
９
４

●
山
の
日
記
念

　

 

櫛
形
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

開
催
日　

８
月
10
日（
土
）

時　

間　

８
時
〜
16
時

コ
ー
ス　

　

①
夜
叉
神
峠
コ
ー
ス
（
初
級
者
向
け
）

　

 

【
夜
叉
神
登
山
口
〜
夜
叉
神
峠
〜
高
谷
山
〜 

　
　

夜
叉
神
峠
〜
夜
叉
神
登
山
口
到
着
】

　

②
花
の
櫛
形
山
満
喫
コ
ー
ス
（
初
級
者
向
け
）

　

 

【
池
の
茶
屋
登
山
口
〜
池
の
茶
屋
登
山
道
〜 

　
　

裸
山
〜
ア
ヤ
メ
平
〜
見
晴
ら
し
平
】

　

③
眺
望
満
喫
コ
ー
ス（
初
級
〜
中
級
者
）

　

 

【
見
晴
ら
し
平
〜
北
尾
根
登
山
道
〜
ア
ヤ
メ 

　
　

平
〜
裸
山
〜
池
の
茶
屋
登
山
道
〜
櫛
形
山

　
　

山
頂
〜
池
の
茶
屋
登
山
口
】

　

④
櫛
形
山
縦
走
コ
ー
ス
（
中
級
者
向
け
）

　

 

【
池
の
茶
屋
登
山
口
〜
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー 

　
　

ス
〜
ア
ヤ
メ
平
〜
唐
松
岳
〜
丸
山
〜
丸
山

　
　

登
山
口
】　

　

※
各
コ
ー
ス
に
２
名
ガ
イ
ド
が
付
き
ま
す
。

集
合
場
所

　

７
時
45
分
に
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
西
別
館

 

（
集
合
場
所
か
ら
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
て 

　

送
迎
し
ま
す
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定　

員　

各
コ
ー
ス
８
名
（
先
着
順
）

申　

込　

電
話
申
し
込
み
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
開
始　

７
月
８
日
（
月
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

申
込
・
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

申
込
専
用
電
話 

０
７
０（
４
４
６
３
）６
６
２

●
ケ
ー
キ
ビ
ュ
ッ
フ
ェto

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

　

恋
活

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
体
験
や
ケ
ー
キ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
を
楽
し
み
な
が
ら
素
敵
な
出
会
い
を
探
し

ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

８
月
18
日（
日
）

時　

間　

12
時
30
分
（
受
付
開
始
）

場　

所　

ネ
オ
ス
・
ミ
ラ
ベ
ル

　
　
　

  

（
笛
吹
市
石
和
町
東
高
橋
２
５
２
）

募
集
人
数　

独
身
男
女
各
20
名
程
度

参
加
費　

男
性 

５
，０
０
０
円
、女
性 

２
，０
０
０
円

申
込
方
法　

メ
ー
ル
の
件
名
に
「
ハ
ー
バ
リ
ウ

　

ム
恋
活
申
込
」
と
記
入
し
、
①
お
名
前
②
生

　

年
月
日
③
お
住
い
の
市
町
村
④
携
帯
電
話
番

　

号
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

  　【
申
込
先
ア
ド
レ
ス
】w

incere2013@
gm
ail.com

締
切　

８
月
７
日（
水
）　

※
抽
選
結
果
は
８
月
９
日
に
連
絡
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

　

山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

電
話 

０
９
０
（
４
５
９
７
）
９
９
１
５

イ
ベ
ン
ト  



イ
ベ
ン
ト  
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②
『
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ザ
・
ム
ー
ビ
ー
』

開
催
日　

７
月
26
日（
金
） 

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

対　

象　

幼
児
〜
大
人

お
問
合
せ
／
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
２
８
６

●
図
書
館
で
シ
ネ
マ

　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
映
画
を
上
映
し

ま
す
。
申
込
不
要
で
参
加
無
料
で
す
。

  

①
『
バ
ー
ド
マ
ン
』

開
催
日　

７
月
14
日（
日
）

時　

間　

14
時
〜
16
時

対　

象　

中
学
生
〜
大
人

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
き
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

7
月
13
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

甲
西
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

※
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　

７
月
11
日（
木
）、
25
日（
木
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　

無
料

申　

込　

不
要

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
）

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
や
ま
な
み
の
湯
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し

た
、
成
長
促
進
の
運
動
指
導
や
、
オ
イ
ル
を
使
っ

た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
そ
し
て
写
真
を
使
っ

た
思
い
出
ア
ル
バ
ム
作
り
を
行
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
力  

東
京
２
０
２
０

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

巡
回
写
真
展

期　

間　

７
月
４
日（
木
）〜
10
日（
水
）

時　

間　

９
時
〜
22
時（
10
日
は
午
前
中
の
み
）

場　

所　

白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

ロ
ビ
ー

入
館
料　

無
料

お
問
合
せ
／
白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

 

電
話
（
２
８
５
）
４
７
０
０

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業 

第
１
１
４
弾

　

真
夏
の
夜
の
夢
ラ
イ
ブ

　

夏
だ
！ 

熱
く
燃
え
ろ
！ 

甦
れ
！ 

青
春
ラ
イ
ブ
。

開
催
日　

７
月
14
日（
日
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　

演　

コ
ン
ブ
ポ
ン
ズ

内　

容　

ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー
、エ
メ
ラ
ル
ド
の
伝
説  

他

参
加
費　

５
０
０
円
（
茶
菓
子
付
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
３
１
１

●
安
藤
家
住
宅　

七
夕
の
節
句

　

築
３
１
０
年
を
迎
え
た
安
藤
家
住
宅
に
お
い

て
、
七
夕
の
節
句
の
展
示
を
開
催
中
で
す
。
皆

さ
ん
も
短
冊
に
願
い
を
込
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

夏
の
庭
園
の
風
景
も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期　

間　

７
月
８
日（
月
）ま
で

時　

間　

９
時
〜
16
時
30
分

　
　
　

  

（
入
館
は
16
時
ま
で
）

場　

所　

安
藤
家
住
宅
（
西
南
湖
４
３
０
２
）

休
館
日　

７
月
２
日
（
火
）

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、小
中
高
生
１
０
０
円

お
問
合
せ
／
文
化
財
課電

話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

安
藤
家
住
宅 　

 

電
話
（
２
８
４
）
４
４
４
８

●
夜
の
生
き
も
の
観
察
ハ
イ
ク

　

森
に
は
、
夜
に
な
る
と
動
き
出
す
生
き
も
の

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
に
住
む

夜
の
生
き
も
の
を
観
察
し
な
が
ら
、
夜
の
生
き

も
の
の
生
活
や
特
徴
を
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
解

説
し
ま
す
。
普
段
の
生
活
で
は
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
夜
の
生
き
も
の
の
世
界
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

７
月
20
日（
土
）

時　

間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

参
加
費　

５
０
０
円

対　

象　

小
学
生
以
上

定　

員　

15
名
（
申
込
先
着
順
）

締　

切　

７
月
18
日（
木
）
17
時
ま
で

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

電
話
（
２
８
３
）
８
７
０
０

 
（
集
合
場
所
か
ら
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
て 

　

送
迎
し
ま
す
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定　

員　

各
コ
ー
ス
８
名
（
先
着
順
）

申　

込　

電
話
申
し
込
み
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
開
始　

７
月
８
日
（
月
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

申
込
・
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

申
込
専
用
電
話 

０
７
０（
４
４
６
３
）６
６
２

開
催
日　

７
月
８
日（
月
）、
22
日（
月
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

対　

象　

２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　

と
そ
の
母
親

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　

１
，２ 

０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
写
真
２
〜
３
枚

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
４
０

内
藤  

電
話
０
９
０
（
５
４
９
５
）
６
１
０
０

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

 

市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　

個
人
や
市
民
団
体
の
み
な
さ
ん
の
情
報
交
換

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
す
対
話
の
場
で
す
。

開
催
日　

７
月
16
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

宜saw
anobori

参
加
費　

５
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
５
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イ
ベ
ン
ト  

●
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
 

 

開
催
日　

７
月
20
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
16
時
（
予
定
）

場　

所　

櫛
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル　

内　

容　

水
泳
記
録
会
・
ゲ
ー
ム
・
抽
選
会

対　

象　

小
学
生

お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会

電
話
（
２
８
４
）
３
３
３
３

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
美
術
館
で
あ
そ
ぼ
う
！

　

絵
の
具
を
使
っ
て
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
き
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

８
月
４
日（
日
）

時　

間　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時　
　

場　

所　

市
立
美
術
館
前
庭
（
雨
天
時
、研
修
室
）

講　

師　

櫛
形
中
学
校
美
術
部
卒
業
生

参
加
料　

無
料（
一
部
有
料
）、
申
込
不
要

②
市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

７
月
14
日（
日
）
雨
天
中
止

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時　
　

出　

演　

巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

場　

所　

市
立
美
術
館
前
庭

参
加
料　

無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館　

電
話
（
２
８
２
）
６
６
０
０

●
市
立
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

  

小
学
生
野
外
体
験
活
動

 

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ウ
ト
ド
ア
☆
2
0
1
9
』

　

火
お
こ
し
を
し
て
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
や
ピ

ザ
を
作
っ
た
り
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

８
月
31
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
16
時

場　

所　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

参
加
費　

２
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定　

員　

40
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月
６
日（
土
）〜
13
日
（
土
）

※
申
込
用
紙
を
記
入
の
上
、
最
寄
り
の
児
童
館

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
受
付
不
可
）

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４

  

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

 　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

開
催
日　

７
月
11
日（
木
）、
18
日（
木
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

対　

象　

市
内
在
住
の
生
後
２
ヵ
月
〜
８
ヵ
月

　

の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
（
２
日
間
と
も
参
加
で

　

き
る
方
）

定　

員　

６
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
、
ミ
ル
ク

申　

込　

７
月
１
日（
月
）10
時
〜
受
付
開
始

申
込
・
お
問
合
せ
／
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

電
話
（
２
８
４
）
７
４
５
５

●
背
骨
の
歪
み
診
断
＆
矯
正
体
操

　
 

 

　

背
骨
の
歪
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
身
体
の
不

調
を
自
分
で
改
善
で
き
る
体
操
の
個
別
指
導
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

開
催
日　

７
月
３
日（
水
）、
31
日（
水
）

時　

間　

13
時
〜

場　

所　

遊
・
湯
ふ
れ
あ
い
公
園

内　

容　

背
骨
の
歪
み
チ
ェ
ッ
ク
、矯
正
、体
操

　

 

の
指
導
を
個
別
に
行
い
ま
す
。　
受
講
後
は
、

　

さ
く
ら
の
里
温
泉
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

対　

象　

背
骨
矯
正
を
初
め
て
受
け
る
方

　
　
　

  

（
各
日
４
名
限
定
）

参
加
費　

２
，０
０
０
円

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、飲
み
物

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

さ
く
ら
の
里
温
泉
・
後
楽
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

電
話 

（
２
８
２
）
７
６
１
０

●
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
 

 

開
催
日　

８
月
25
日（
日
）

時　

間　

13
時
〜
15
時

場　

所　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会

対　

象　

市
内
で
創
業
を
考
え
て
い
る
方

申　

込　

８
月
16
日（
金
）
ま
で

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
商
工
会

電
話
（
２
８
０
）
３
７
３
０

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

市
民
か
ら

●
着
物
の
着
付
け
教
室

　
 

 

開
催
日　

７
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日　

　

           

（
全
て
水
曜
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

ふ
れ
あ
い
情
報
館  

２
階
和
室

参
加
費　

１
回  

３
０
０
円

持
ち
物　

着
物
、
小
物
等

申
込
・
お
問
合
せ
／
山
口
着
付
け
教
室  

山
口

　
　
　

電
話 

０
８
０
（
１
１
７
１
）
９
７
７
１

●
南
ア
ル
プ
ス

　

桃
源
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

　

第
７
回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
内
の
中
高
生
と
、
一
般
の
吹
奏
楽
団
体
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

開
催
日　

７
月
14
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分（
13
時
開
場
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

※
入
場
無
料

お
問
合
せ
／
大
八
木

　
　
　

電
話 

０
９
０（
２
６
６
６
）２
５
５
９

●
花
の
百
名
山
櫛
形
山

　

あ
や
め
平
の
花
畑
へ

開
催
日　

７
月
14
日（
日
）、20
日（
土
）、
27
日（
土
）

　
　
　
　

８
月
３
日（
土
）

時　

間　

８
時
50
分
集
合
〜
15
時

場　

所　

櫛
形
山
中
腹
見
晴
ら
し
平
の
駐
車
場

内　

容　

見
晴
ら
し
平
〜
北
尾
根
〜
あ
や
め
平

　

〜
北
尾
根
〜
見
晴
ら
し
平

対　

象　

４
時
間
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
歩
行
に
耐

　

え
ら
れ
る
方

参
加
費 

２
，０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
・
保
険
料
込
、

　

昼
食
持
参
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
協
会

電
話
（
２
８
５
）
１
５
５
０

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
inam

i_alps_nga@
yahoo.co.jp
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入
札
結
果

 

市
民
か
ら

●
夏
休
み
子
ど
も
す
み
絵
教
室
【
無
料
】

　

長
い
夏
休
み
の
一
日
、
身
近
な
筆
と
墨
を

使
っ
て
描
く
、「
す
み
絵
」
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

開
催
日　

７
月
31
日（
水
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館 

 　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

講　

師　

竜
沢  

正
野 

先
生

　
　
　

    （
助
手  

八
田
水
墨
画
部
員
）

対　

象　

小
・
中
学
生

定　

員　

20
名

持
ち
物　

習
字
道
具
、
墨
、
ぞ
う
き
ん
、
新
聞

紙
１
日
分
、
水
筒

※
必
ず
会
場
ま
で
の
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
室
田  

良
子

電
話
（
２
８
５
）
１
６
５
０

  5    月 の 入 札 結 果
●市役所関係 お問合せ／総務課　TEL 282-6542

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL 282-2016

開札日 件　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

5月9日 芦安小中学校渡り廊下設置工事 芦安安通地内 （有）相澤建設 19,980,000

5月9日 白根巨摩中学校パソコン教室エアコン更新工事 飯野地内 （有）東設備 2,440,800

5月9日 南アルプス市下水道事業経営戦略策定業務委託 市内    日本水工設計（株）山梨事務所 7,560,000

5月16日 健康福祉センター定期清掃業務委託 飯野地内 （有）快適工房 711,326

5月16日 自動体外式除細動器（AED）借入れ 市内    日本連合警備（株） 349,920

5月16日 積算システム用機器リース 小笠原地内    NECキャピタルソリューション（株）
   西東京支店

355,320

5月16日 甲西支所ミーティングチェア購入 鮎沢地内 （有）丸栄商事 957,960

5月16日 市指定ごみ袋  大  購入（１回目） 市内    大成プラスチック工業（株） 10,346,400

5月16日 南アルプス市子ども・子育て支援事業
計画策定支援業務委託

市内 （株）地域設計 2,099,736

5月20日 林道高尾山線外１路線維持管理業務委託 高尾地内 （有）丸利森本建設 2,613,600

5月30日 学校環境衛生検査業務委託 市内 （株）メイキョー 1,605,960

5月30日 芦安小学校他３校清掃業務委託 市内 （有）サンフロンティア 1,770,368

5月30日 白根源小学校他２校清掃業務委託 市内 （株）クリアビルサービス 1,595,818

5月30日 白根飯野小学校他３校清掃業務委託 市内 （有）快適工房 1,811,764

5月30日 若草小学校他４校清掃業務委託 市内 （有）快適工房 1,675,765

5月30日 櫛形生涯学習センター館内清掃業務委託 小笠原地内 （有）快適工房 567,820

5月30日 北岳大樺沢二俣仮設トイレリース 芦安芦倉地内 （株）中通 1,339,200

5月30日 デジタル印刷機リース（櫛形中学校） 小笠原地内 （株）正直堂　南アルプス店 148,716

5月30日 2019年度情報系ノート型パソコンリース 小笠原地内 （株）JECC 3,023,892

5月30日 公用車（普通乗用車）購入 小笠原地内    ネッツトヨタ甲斐（株） 若草店 5,999,997

開札日 件　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

5月8日 民地内撤去に伴う給配水管布設工事（東南湖２工区） 東南湖地内 （有）K．C  金丸工務店 11,232,000

5月22日 水道メーター購入及び売払い 飯野地内    愛知時計電機（株） 9,420,084
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